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序

章
第
一
節

本
書
の
目
的

本
書
は
、
近
世
日
本
に
お
け
る
銅
の
生
産
・
流
通
の
歴
史
を
、
銅
の
最
大
の
市
場
で
あ
る
大
坂
に
お
い
て
銅
商
人
社
会
が
成
立
・

変
容
す
る
過
程
を
軸
に
し
て
、
通
覧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
銅
貿
易
の
動
向
や
幕
府
の
統
制
、
長
崎
会
所
・
藩
・
山
元
（
鉱

山
）
な
ど
と
の
関
係
は
可
能
な
限
り
視
野
に
入
れ
る
。

近
世
を
通
じ
て
銅
の
用
途
の
第
一
は
輸
出
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
輸
入
貿
易
で
は
周
知
の
と
お
り
、
主
要
輸
入
品
で
あ
る
白
糸
を
対

象
に
し
て
早
く
か
ら
糸
割
符
制
度
と
い
う
独
占
策
が
施
行
さ
れ
た
が
、
輸
出
で
は
銅
は
長
年
、
銅
商
人
が
外
国
商
人
と
値
段
や
数
量

を
交
渉
し
て
取
引
し
た
。
そ
れ
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
か
ら
、
長
崎
会
所
が
輸
出
入
を
一
元
的
に
経
営
あ
る
い
は
管
理
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
や
が
て
主
要
輸
出
品
で
あ
る
銅
は
国
内
相
場
よ
り
安
く
赤
字
で
輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
数
年
を
経
て
赤
字
を
輸

入
貿
易
の
利
益
で
補
塡
す
る
の
が
長
年
の
慣
行
と
な
っ
た
。
国
内
で
も
銅
は
銅
座
が
管
理
す
る
統
制
品
と
な
っ
た
。
銅
取
引
の
こ
の

よ
う
な
激
変
は
い
か
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
。
か
つ
て
銅
を
外
国
商
人
に
自
由
に
販
売
し
た
銅
商
人
は
、
変
化
の
過
程
で
い
か
に
行

動
し
、
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
銅
商
人
社
会
の
変
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
銅
の
歴
史
を
解
明
す

る
ひ
と
つ
の
重
要
な
糸
口
で
あ
る
。

近
世
日
本
は
銅
資
源
に
恵
ま
れ
、
産
出
す
る
銅
の
大
半
を
輸
出
し
た
。
古
代
に
盛
大
で
あ
っ
た
産
出
が
衰
退
し
、
再
び
上
昇
し
た

３



十
五
世
紀
以
来
、
銅
は
中
国
・
朝
鮮
に
輸
出
さ
れ
た
。
近
世
初
頭
に
は
朱
印
船
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
・
唐
船
・
オ
ラ
ン
ダ
船
の
貿
易
で
、

銅
は
当
時
最
大
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
銀
に
次
ぐ
重
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
貿
易
の
傾
向
は
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
に
な
っ
て
も
大
き

な
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
銅
は
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
・
朝
鮮
な
ど
で
、
銅
製
の
小
額
貨
幣
（
銅
銭
・
銅
貨
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
物
・
雑
貨
の
材
料
と
し
て
需
要
が
あ
り
、
銅
を
日
本
か
ら
搬
出
し
た
商
人
た
ち
は
概
し
て
大
き

な
利
益
を
獲
得
し
た
。

ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
銅
輸
出
を
み
る
と
、
そ
れ
は
単
な
る
売
買
益
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、
ご
く
一
時
期
で
は
あ
る
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銅
相
場
を
動
か
す
た
め
に
日
本
銅
を
国
際
政
治
の
場
で
利
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
通
常
、
銅
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ジ

ア
域
内
貿
易
の
基
軸
商
品
で
あ
り
、
と
く
に
南
ア
ジ
ア
で
小
額
通
貨
や
種
々
の
日
用
品
の
素
材
で
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
に
産
業
革
命

の
は
じ
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
自
国
の
銅
を
持
ち
込
ん
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
銅
が
国
際
的
に
み
て
安
か
っ
た
の
で
、
持
ち
こ
た
え

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
早
い
時
期
に
棹
銅
を
輸
出
銅
の
形
状
の
標
準
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
銅
生
産
・
流
通
に

多
大
の
影
響
を
与
（
1
）

え
た
。

次
に
近
世
を
通
じ
て
最
大
量
の
銅
輸
出
先
で
あ
っ
た
中
国
（
清
）
は
、
も
っ
ぱ
ら
鋳
銭
用
に
日
本
銅
を
使
用
し
続
（
2
）

け
た
。
は
じ
め

清
政
府
は
海
商
の
反
清
活
動
（
そ
の
代
表
が
鄭
氏
勢
力
で
あ
っ
た
）
を
制
圧
す
る
た
め
に
、
一
六
八
四
年
（
日
本
の
貞
享
元
年
、
清
の
康
煕

二
十
三
年
）
ま
で
は
日
本
へ
の
渡
航
を
禁
止
し
た
。
鄭
氏
ら
海
商
は
仲
介
貿
易
で
日
本
銅
を
輸
出
し
、
ま
た
銅
を
輸
出
し
た
唐
船
に

は
鄭
氏
ら
に
属
さ
ず
に
、
渡
航
禁
止
を
く
ぐ
っ
た
船
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
が
渡
航
を
解
禁
す
る
と
唐
船
の
来
航
は
急
増
し
、

ち
ょ
う
ど
最
盛
期
に
差
し
か
か
っ
た
日
本
銅
を
輸
出
し
た
。
こ
の
時
か
ら
唐
船
の
銅
輸
出
高
の
順
位
が
オ
ラ
ン
ダ
と
逆
転
し
た
。

こ
う
し
た
長
崎
貿
易
に
お
け
る
銅
輸
出
高
を
示
す
単
一
の
一
貫
し
た
史
料
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
史
料
を
集
め
た
も
の
を
図
1
に

（
3
）

示
す
。

一
方
、
対
馬
口
（
朝
鮮
貿
易
）、
薩
摩
口
（
琉
球
貿
易
）
か
ら
も
銅
は
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
朝
鮮
で
は
十
七
世
紀
末
と

４
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十
八
世
紀
中
期
に
銅
銭
の
大
量
鋳
造
が
あ
り
、
銭
の
使
用
が
普
及

し
た
。
原
料
の
銅
は
日
本
か
ら
の
輸
入
品
で
、
流
通
銭
は
不
足
に

陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
経
済
に
と
っ
て
も
対
馬
藩
の
対
朝

鮮
貿
易
に
と
っ
て
も
、
日
本
の
銅
は
重
要
で

（
4
）

あ
っ
た
。
さ
ら
に
薩

摩
か
ら
琉
球
へ
持
ち
こ
ま
れ
た
日
本
銅
は
、
進
貢
船
・
接
貢
船
に

よ
っ
て
中
国
へ
数
千
斤
程
度
輸
出
さ
れ
、
こ
れ
も
鋳
銭
原
料
と
さ

（
5
）

れ
た
。
こ
れ
ら
対
馬
・
薩
摩
で
調
達
さ
れ
る
銅
は
、
日
本
国
内
で

は
「
地
売
銅
」（
国
内
向
け
の
銅
）
に
属
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
銅
の
海
外
に
お
け
る
需
要
は
近
世
を
通
じ
て

持
続
し
た
。
ち
な
み
に
近
代
に
な
っ
て
銅
山
の
近
代
化
・
再
開
発

に
よ
っ
て
産
出
が
拡
大
し
た
。
国
内
需
要
も
増
大
し
た
が
、
輸
出

が
ま
ず
拡
大
し
、
第
一
次
大
戦
ま
で
日
本
は
銅
の
輸
出
国
で

（
6
）

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
現
在
ま
で
銅
は
外
国
産
の
鉱
石
を
原
料
と
し

て
日
本
の
主
要
産
業
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

近
世
日
本
銅
の
産
出
と
用
途
別
の
推
移
を
ま
ず
概
観
し
て
お
く
。

図
1
で
は
、
長
崎
の
銅
輸
出
は
十
七
世
紀
後
半
著
増
し
、
同
世
紀

末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
十
数
年
間
が
最
盛
期
で
あ
る
。

銅
生
産
全
体
の
動
向
も
こ
れ
に
並
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
に
鋳
銭
用
銅
と
細
工
向
き
銅
の
数
量
（
そ
れ
ら
は
後
述
す
る
）
を

図1 長崎唐船・オランダ船銅輸出高（正保3～嘉永4年＝1646～1851）
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合
わ
せ
る
と
、
年
産
八
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
万
斤
（
四
八
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
ト
ン
）
と
推
定
さ
れ
る
。
年
産
一
〇
〇
〇
万
斤
と
い
う
の
は

ご
く
一
時
的
に
は
世
界
一
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
生
産
は
そ
の
後
漸
減
し
、
同
じ
く
図
1
で
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
の
長
崎

の
銅
輸
出
は
二
〇
〇
万
斤
で
、
細
工
向
き
銅
一
〇
〇
万
斤
弱
（
後
述
す
る
）
と
の
合
計
三
〇
〇
万
斤
弱
と
な
り
、
こ
の
数
量
は
最
盛

期
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
そ
の
途
中
の
元
文
三
〜
延
享
二
年
（
一
七
三
八
〜
四
五
）
に
は
鋳
銭
の
高
ま
り
が
あ
り
（
後
述
す
る
）、

産
出
の
漸
減
が
一
時
鈍
化
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
鋳
銭
は
高
ま
る
と
同
時
に
採
算
割
れ
と
な
り
、
寛
永
通
宝
銅
一
文
銭
の
鋳

造
は
こ
の
時
期
を
も
っ
て
終
了
し
た
（
後
述
す
る
）。

銅
は
最
盛
期
の
輸
出
高
の
多
さ
の
ゆ
え
に
、
銀
に
代
替
す
る
主
要
輸
出
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
最
盛
期
は
短
期
間
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
最
盛
期
に
次
ぐ
輸
出
高
を
維
持
し
た
。
こ
の
よ
う
な
産
銅
高
・
輸
出
高
・
ほ
か
の
用
途
の
概
要

は
、
基
礎
的
事
項
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
ほ
か
に
古
銅
（
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
）
の
流
通
も
次
第
に
無
視
で
き
な
く
な
る
が
、

数
量
的
な
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

次
に
以
下
の
諸
視
角
か
ら
銅
の
生
産
・
流
通
に
お
け
る
変
動
を
み
て
研
究
の
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

〈
1
〉
長
崎
銅
貿
易
の
仕
法
に
よ
る
時
期
区
分
は
、
銅
商
人
の
関
与
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
①
銅
商
人
が
荷
主
、
②
長
崎
会
所
が
荷

主
ま
た
は
窓
口
、
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
①
の
時
期
の
銅
貿
易
は
商
売
（
営
利
事
業
）、
す
な
わ
ち
黒
字
輸
出
で
あ
る
。
さ
ら
に
細

分
化
す
る
と
、
最
初
の
時
期
は
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
、
次
に
古
来
銅
屋
が
独
占
す
る
、
そ
の
次
は
桔
伷
屋
ら
（
古
来
銅
屋

で
は
な
い
商
人
）
が
高
額
の
運
上
を
も
っ
て
一
手
に
請
負
う
が
す
ぐ
撤
退
し
、
輸
出
が
自
由
化
、
そ
の
後
す
ぐ
元
禄
銅
座
が
設
置
さ

れ
、
①
の
最
終
段
階
で
あ
る
銅
吹
屋
仲
間
長
崎
廻
銅
請
負
い
は
商
売
と
し
て
辛
う
じ
て
成
立
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
一
手
請

負
い
と
元
禄
銅
座
の
時
期
、
銅
輸
出
の
荷
主
は
請
負
人
・
銅
座
で
あ
り
、
銅
商
人
は
荷
主
へ
輸
出
銅
を
商
売
と
し
て
供
給
し
た
。

②
の
時
期
の
銅
貿
易
は
仕
入
れ
値
段
が
輸
出
値
段
を
上
回
る
赤
字
輸
出
で
あ
る
。
最
初
は
御
割
合
御
用
銅
（
幕
府
勘
定
所
が
荷
主
、

長
崎
会
所
が
窓
口
）、
次
に
第
一
次
長
崎
直
買
入
れ
（
こ
れ
以
後
ず
っ
と
長
崎
会
所
が
輸
出
の
荷
主
、
輸
出
銅
の
供
給
元
は
多
様
）
と
な
り
、
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そ
の
次
は
元
文
銅
座
（
銅
座
が
御
用
銅
を
供
給
）、
第
二
次
長
崎
直
買
入
れ
（
山
元
が
御
用
銅
を
供
給
）、
明
和
銅
座
（
銅
座
が
御
用
銅
を
供

給
）
と
変
遷
す
る
。
輸
出
値
段
は
①
の
時
期
は
外
国
商
人
と
交
渉
し
て
決
め
た
が
、
②
の
時
期
に
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
、
あ
る
時
期
以

後
は
ま
っ
た
く
固
定
さ
れ
る
。
そ
の
経
緯
は
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
解
明
は
本
書
の
課
題
で
あ
る
。

〈
2
〉
国
内
消
費
用
の
細
工
向
き
銅
に
つ
い
て
は
、
京
都
が
古
く
か
ら
銅
製
品
の
加
工
地
か
つ
中
心
市
場
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀

半
ば
に
棹
銅
が
輸
出
銅
の
標
準
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
製
造
地
大
坂
が
銅
市
場
と
し
て
台
頭
し
た
。
徳
川
幕
府
の
貨
幣
制
度
で
あ
る

三
貨
制
の
一
角
を
な
す
寛
永
通
宝
を
鋳
造
す
る
銭
座
が
各
地
で
間
歇
的
に
活
動
し
、
そ
の
銅
需
要
は
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、

京
都
・
大
坂
の
細
工
向
き
銅
と
拮
抗
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
後
半
、
産
銅
が
著
増
す
る
と
、
増
産
分
の
多
く
は
長
崎
の
輸

出
向
け
と
し
て
大
坂
で
棹
銅
に
さ
れ
、
ほ
か
に
寛
永
通
宝
用
も
相
当
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
文
銭
が
鋳
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
七

世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
は
大
坂
が
最
大
の
銅
市
場
と
な
り
、
京
都
は
依
然
と
し
て
最
終
製
品
の
製
造
地
で
は
あ
る
が
、
地
金

の
多
く
が
大
坂
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
大
坂
銅
市
場
の
細
工
向
き
銅
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
銅
吹
屋
仲
間
の
関
与
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
①
銅
吹
屋
が
掌
握

し
た
時
期
、
②
銅
仲
買
が
台
頭
し
た
時
期
、
の
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
①
の
時
期
、
と
く
に
銅
吹
屋
仲
間
が
長
崎
廻
銅
を
請
負
っ
た

正
徳
二
〜
五
年
（
一
七
一
二
〜
一
五
）、
各
地
の
鋳
銭
用
以
外
の
銅
は
大
坂
に
集
中
し
、
銅
吹
屋
は
銅
座
同
様
の
存
在
と
し
て
、
輸
出

銅
は
も
ち
ろ
ん
、
細
工
向
き
の
地
金
も
そ
の
多
く
を
製
造
し
た
。
大
坂
の
銅
加
工
業
も
発
展
し
、
京
都
の
高
級
品
に
対
し
て
大
衆
向

け
の
実
用
品
を
製
造
す
る
と
い
う
分
業
関
係
が
展
開
し
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
細
工
向
き
銅
を
め
ぐ
る
分
業
は
さ
ら
に
発
展
し
、

真
鍮
産
業
の
発
展
が
原
動
力
と
な
っ
て
地
売
銅
市
場
で
仲
買
が
台
頭
し
、
②
の
時
期
に
移
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
真
鍮
産
業

の
発
展
や
細
工
向
き
銅
市
場
に
お
け
る
分
業
の
展
開
は
、
現
在
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
大
坂
銅
商
人
社
会
の

実
態
と
そ
の
変
遷
を
追
う
作
業
は
、
分
業
関
係
と
そ
の
展
開
を
解
明
す
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
本
書
の
課
題
で
あ
る
。

〈
3
〉
最
後
に
銅
座
に
よ
る
統
制
に
つ
い
て
。
近
世
に
は
銅
座
が
三
度
設
置
さ
れ
、
設
置
時
期
で
区
別
し
て
、
元
禄
銅
座
、
元
文
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銅
座
、
明
和
銅
座
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
要
項
を
列
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
元
禄
銅
座

設
置
期
間
・
別
称

元
禄
十
四
〜
正
徳
二
年
（
一
七
〇
一
〜
一
二
）、
第
一
次
銅
座

設
置
形
態
・
役
所
の
所
在

銀
座
加
役
の
臨
時
の
役
所
、
大
坂
銀
座
役
所
近
隣
ほ
か

幹
部
役
人

銀
座
年
寄
・
元
〆

主
要
業
務

長
崎
御
用
銅
を
銅
吹
屋
か
ら
購
入
し
長
崎
で
輸
出

あ
ら
ど
う

ふ
き
ど
う

銅
吹
屋
の
業
務

御
用
棹
銅
売
上
げ
を
独
占
、
荒
銅
・
吹
銅
は
自
由
売
買

②
元
文
銅
座

設
置
期
間
・
別
称

元
文
三
〜
寛
延
三
年
（
一
七
三
八
〜
五
〇
）、
第
二
次
銅
座

設
置
形
態
・
役
所
の
所
在

銀
座
加
役
の
臨
時
の
役
所
、
大
坂
銀
座
役
所
近
隣

幹
部
役
人

銀
座
年
寄
・
元
〆

主
要
業
務

荒
銅
を
独
占
購
入
（
後
半
は
御
用
銅
分
の
み
）、
御
用
棹
銅
を
長
崎
会
所
へ
販
売
、
吹
銅
を
市
販

銅
吹
屋
の
業
務

荒
銅
吹
立
て
を
独
占
、
御
用
銅
を
大
坂
・
長
崎
で
保
管
、
後
半
は
地
売
銅
を
自
由
売
買

③
明
和
銅
座

設
置
期
間
・
別
称

明
和
三
〜
明
治
元
年
（
一
七
六
六
〜
一
八
六
八
）、
第
三
次
銅
座

設
置
形
態
・
役
所
の
所
在

勘
定
・
長
崎
・
大
坂
町
奉
行
支
配
の
恒
久
役
所
、
過
書
町
元
長
崎
御
用
銅
会
所
を
改
編

幹
部
役
人

勘
定
所
・
長
崎
会
所
・
大
坂
町
奉
行
所
役
人

主
要
業
務

荒
銅
を
独
占
、
御
用
棹
銅
を
長
崎
会
所
へ
販
売
、
吹
銅
値
段
公
定
の
ち
直
売
、
さ
ら
に
の
ち
入
札
払
い
、
銅

を
備
蓄
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銅
吹
屋
の
業
務

荒
銅
吹
立
て
を
独
占
、
御
用
銅
を
大
坂
・
長
崎
で
保
管
、
銅
座
統
制
の
吹
銅
を
売
買

銅
座
は
銅
の
専
売
機
関
と
し
て
幕
府
が
銅
を
強
力
に
統
制
し
た
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
設
置
の
理
由
や
目
的
、
統
制

の
実
態
は
、
従
来
の
研
究
で
明
瞭
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
前
記〈
1
〉〈
2
〉の
課
題
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

銅
座
設
置
の
時
期
に
は
銅
相
場
が
上
昇
し
て
お
り
、
幕
府
は
そ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
従
来
そ
れ
に
触

れ
た
研
究
は
な
い
。
と
く
に
元
文
銅
座
は
経
営
の
実
態
は
も
と
よ
り
目
的
も
不
明
な
点
が
多
い
。

本
書
は
、
銅
商
人
社
会
の
成
立
と
変
容
の
考
察
を
糸
口
と
し
て
、
近
世
日
本
の
銅
の
歴
史
を
通
覧
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
ま
ず
、
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
関
連
史
料
が
豊
富
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
銅
吹
屋
兼
別
子
銅
山
師
で
大
坂
の
代
表

的
な
商
人
で
も
あ
る
住
友
家
の
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
の
銅
に
関
す
る
施
策
や
長
崎
貿
易
・
長
崎
会
所
の
展
開
、
銅

山
山
元
の
推
移
な
ど
を
軸
に
し
た
銅
の
歴
史
の
叙
述
は
当
面
は
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
幕
府
の
銅
関
連
施
策
は
必
ず
し
も
一
貫
性
統

一
性
を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
は
い
い
難
く
、
考
察
に
は
広
い
視
野
を
も
っ
た
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
長
崎
貿
易
や
長
崎
会
所
経

営
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
展
開
に
銅
の
問
題
を
適
切
に
位
置
づ
け
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
ま
た
山
元
は
、
と
く
に
前
近
代
の
日

本
で
は
、
鉱
床
の
状
況
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
社
会
経
済
史
的
な
考
察
に
は
種
々
の
限
界
が
あ
る
。
近
世
中
後
期

の
銅
山
史
は
個
別
研
究
の
蓄
積
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
。

銅
商
人
社
会
を
糸
口
と
す
る
研
究
で
は
、
銅
相
場
の
変
動
へ
の
反
応
と
い
う
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。
銅
相
場
関
連
史
料
は
豊
富
と

は
い
え
ず
、
使
用
に
あ
た
っ
て
記
載
内
容
の
背
景
を
把
握
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
簡
単
で
は
な
い
が
、
ぜ
ひ
と
も
活
用
す
る
必
要
が

あ
る
。

第
二
節

先
行
研
究
と
問
題
点

小
葉
田
淳
氏
は
日
本
の
鉱
山
史
研
究
の
開
拓
者
に
し
て
指
導
的
立
場
の
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
研
究
は
貨
幣
史
・
貿
易
史
・
鉱
山
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あ
と
が
き

近
世
長
崎
貿
易
に
お
け
る
銅
の
輸
出
値
段
、
一
〇
〇
斤
に
つ
き
唐
人
売
り
一
一
五
匁
、
オ
ラ
ン
ダ
売
り
六
一
匁
七
五
が
、
幕
府
に

よ
る
銅
鉱
業
政
策
の
核
心
を
な
す
と
す
る
一
説
が
、
そ
の
値
段
に
至
る
経
緯
や
背
景
の
検
証
抜
き
に
、
定
説
化
し
た
こ
と
は
印
象
深

い
。
お
そ
ら
く
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
多
く
の
研
究
者
か
ら
、
そ
の
驚
く
ほ
ど
安
い
値
段
は
、
も
っ
と
経
緯
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

歴
史
上
に
し
か
る
べ
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
楽
観
視
は
、
住
友
家
文
書
の
利
用
が
進
展

す
る
こ
と
へ
の
期
待
（
逆
に
い
う
と
非
公
開
へ
の
批
判
）
と
も
通
じ
て
い
た
と
思
う
。

こ
の
き
わ
め
て
安
い
銅
輸
出
値
段
に
至
る
ま
で
に
は
、
本
書
で
み
た
よ
う
に
、
国
内
通
貨
の
変
更
（
新
金
銀
通
用
令
、
通
貨
の
品
位

を
引
き
上
げ
て
表
示
価
値
を
引
き
下
げ
る
）
に
準
じ
て
変
更
さ
れ
た
長
崎
銅
輸
出
値
段
が
、
そ
の
後
の
国
内
通
貨
の
変
更
（
元
文
改
鋳
）

や
銅
相
場
の
変
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
鎖
国
制
の
も
と
で
、
幕
府
勘
定
所
、

長
崎
会
所
、
大
坂
銅
商
人
、
銭
座
、
山
元
な
ど
の
間
に
展
開
さ
れ
た
、
対
抗
・
連
動
・
依
存
な
ど
種
々
の
動
き
の
結
果
で
あ
っ
た
。

例
示
す
る
と
、
秋
田
藩
を
代
表
と
す
る
山
元
が
、
御
割
合
御
用
銅
期
と
元
文
銅
座
初
期
（
享
保
・
元
文
期＝

一
七
一
六
〜
四
一
）
に
示

し
た
対
幕
府
値
上
げ
攻
勢
は
顕
著
で
、
そ
れ
は
従
来
の
幕
府
と
山
元
に
関
す
る
見
方
（
幕
府
が
山
元
を
抑
圧
）
と
正
反
対
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
動
を
山
元
側
か
ら
通
覧
す
る
と
ど
う
で
あ
る
の
か
。
住
友
が
一
貫
し
て
稼
行
し
史
料
が
残
る
別
子
銅
山
は
、
考
察

に
適
し
た
対
象
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
じ
つ
は
一
九
九
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
住
友
別
子
鉱
山
史
』（
住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
）
で

そ
の
部
分
を
分
担
し
た
の
は
私
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
元
文
銅
座
に
も
一
応
は
触
れ
な
が
ら
、
大
き
な
変
動
を
認
識
・
摘
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
に
し
て
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
弁
明
す
る
と
、
銅
相
場
の
史
料
の
所
在
は
分
散
的
で
、
相
場
に
関
し
て

考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
時
期
、
別
子
の
経
営
は
好
調
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
住
友
は
、
銅
吹
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屋
の
立
場
で
負
わ
さ
れ
る
巨
額
の
負
担
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
地
質
鉱
床
の
特
性
（
大
陸
の
端
で
現
在
も
続
く
激
し
い
地
殻
変
動
が
重
な
り
、
日
本
列
島
が
で
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
）
の

た
め
に
、
近
世
の
多
く
の
鉱
山
で
は
市
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
ず
鉱
床
の
状
況
が
稼
行
の
状
況
を
左
右
し
た
。
別
子
に
お
い
て

計
画
的
採
掘
に
近
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
鉱
床
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
経
営
努

力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
別
子
の
事
例
を
単
純
に
一
般
化
し
て
多
く
の
鉱
山
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
個
々

に
つ
い
て
稼
行
状
況
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

私
は
住
友
史
料
館
に
お
い
て
、
住
友
家
文
書
の
翻
刻
事
業
、『
住
友
史
料
叢
書
』
の
刊
行
に
従
事
し
、
上
述
の
変
動
期
の
銅
貿
易

関
連
史
料
を
在
勤
中
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
を
活
用
し
た
研
究
が
進
展
し
た
と
は
い
い
難
い
。
大
坂
銅
商

人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
銅
生
産
・
流
通
の
当
事
者
た
ち
は
、
幕
府
役
人
と
の
、
あ
る
い
は
彼
ら
相
互
の
交
渉
に
お
い
て
粘
り
強
く
駆

け
引
き
し
た
。
そ
の
経
緯
を
列
記
し
た
記
録
に
は
、
似
て
い
る
が
少
し
ず
つ
異
な
る
記
事
が
い
く
つ
も
載
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
大
き
な
筋
を
摑
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
書
は
『
住
友
史
料
叢
書
』
を
多
く
使
用
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て

そ
の
利
用
案
内
の
一
面
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
利
用
が
進
め
ば
幸
い
で
あ
る
。

顧
み
る
と
、
高
校
の
こ
ろ
歴
史
に
関
心
を
も
ち
、
大
学
で
日
本
近
世
史
を
専
攻
し
、
三
井
文
庫
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
友

修
史
室
（
の
ち
住
友
史
料
館
と
名
称
変
更
）
に
転
じ
、
二
〇
一
一
年
ま
で
勤
務
し
た
。
三
井
文
庫
と
住
友
史
料
館
の
先
輩
・
同
僚
の
か

た
が
た
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
中
井
信
彦
先
生
、
小
葉
田
淳
先
生
、
朝
尾
直
弘
先
生
か
ら
懇
切
な
ご
指
導
を

賜
っ
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
本
書
が
こ
の
よ
う
に
上
梓
で
き
る
の
は
、
田
代
和
生
氏
の
ご
親
切
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
く
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

著

者

２９６



の

能代銅（出羽） 43
野谷鉛銅諤（備中） 201
延岡銅山（日向） 10

は

治田銀銅山（伊勢） 10
播磨銅・播州銅（播磨） 44，45
半田鉛（豊後・日向） 201

ひ

飛驒銅（飛驒） 43
日向銅（日向） 43，44
平湯鉛山（飛驒） 204
弘前鉛（陸奥） 201

ふ

吹分場出銅 144
藤琴鉛山（出羽）→平山鉛・太良鉛山
葡萄山鉛山（越後） 200
狼倉銅（陸奥） 43

へ

別子立川銅（伊予） 277
別子銅・――銅山（伊予） 10，42，80，84，
103，121，139，144，145，154，160～2，171，
197，223，228，229

ほ

細倉鉛・――鉛山（陸奥） 201，202

細谷銅山（丹波） 236
本道寺鉛山（出羽） 201

ま

松田鉛山（美濃） 201
松前鉛（蝦夷） 201

み

みさか村（美作） 201
三谷鉛山（飛驒） 201
三谷銅（飛驒） 235
宮部鉛山（美作） 201

も

もちかとう（石見） 201
盛岡銅（陸奥） 277

や

安居銅（土佐） 43
柳谷鉛山（伊予） 201
簗瀬鉛山（備中） 201
柳瀬鉛山（備後） 201
矢櫃沢鉛山（出羽） 200，203

よ

楊枝鉛・――山（紀伊） 201，205
横谷銅鉛山（備中） 201
吉岡銅山（備中） 235
予州銅（伊予） 161，175
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大平山銅（長門） 43
尾去沢銅・――銅山（陸奥）

11，44，103，143，161，162，229
尾太銀銅鉛山（陸奥） 11，200
小野原銅（丹波） 44
小畑銅・――銅山（播磨） 44，144
小原鉛山（備後） 201
尾平銅（豊後） 44
面谷銅山（越前） 10

か

金堀銅山（播磨） 243
椛坂銅・――銅山（播磨） 44，243
亀谷銀山（越中） 200

く

郡上銀銅山（美濃） 236
鯨鉛山（備後） 201
球磨銅（肥後） 154，174
熊沢銅（陸奥） 43
熊野銅・――銅山（紀伊）

10，144，145，201
黒川銅山（摂津） 235
黒滝銅（土佐） 44

こ

小泉銅鉛山（備中） 10，200，201，205
小岩見鉛山（因幡） 201
小持松鉛山（丹後） 201

さ

幸生銅山（出羽） 11
さつめ銅山（出雲） 201
佐渡銅・――金山（佐渡） 43，44，256
猿渡銅・――銅山（日向） 43，235
三光（幸）銅・――銅山（若狭） 10，277
三条鉛（越後） 201

し

椎葉銅山（日向） 10
塩野銅山（播磨） 236
獅子沢銅（陸奥） 43，44
七味銀銅山（但馬） 236

下串銅（伊予） 161
出野銅山（摂津） 236
白根銅山（陸奥） 143
新庄鉛（出羽） 201

す

炭谷銅（出羽） 43，44

た

大釈鉛山（備後） 201
平山鉛・太良鉛山（出羽） 200～2
多田・――銀銅山（摂津） 10，201，205
多田六人銅山（摂津） 42
立木銅山（出羽） 201
立川銅・――銅山（伊予）

44，144，145，161，191
立石銅・――銅山（出羽・陸奥）

43，44，143
田野口銅（土佐） 43，44
但播州の銅山（但馬・播磨） 10

つ

津軽鉛（陸奥） 201
月沢山鉛山（出羽） 201

て

出羽銅（出羽） 43

と

土佐銅（土佐） 44
杤堀村鉛山（越後） 200
十和田鉛山（陸奥） 200

な

長棟（永登）鉛山（越中） 200，201
長登銅（長門） 43
永松銅（出羽） 43，45
那須銅（日向） 235
南部銅（陸奥） 42，44，59，61，62，84，97，
145，168，171，197，228，229，250

ね

根利銅山（上野） 236

索 引

vii



や

薬師寺又三郎 114，115
山形屋弥左衛門 38
柳屋専蔵 53，57
山内長治 44
山下八郎右衛門 44，45，58，60
山城屋武兵衛 52，56
山城屋保兵衛 50，62
山田屋新右衛門 40
山田屋平七 71
山田屋平兵衛 49，55
山田屋元之助 71
大和屋吉兵衛 45，59
大和屋喜八 53，57
大和屋喜兵衛 45，46，59
大和屋四郎兵衛 47，57
大和屋清七 48，56
大和屋太兵衛 53，58
大和屋万助 52，55，60

よ

吉田屋喜兵衛 50，62
吉田屋新七 48，56
吉田屋専太郎 50，62
吉田屋八郎兵衛 49，56
芳野屋源助 44
万屋喜右衛門 52，57
万屋喜三郎 52，57
万屋源七 44
万屋武兵衛 55，59
万屋和助 51，59

わ

若狭屋三郎右衛門 39，62

【事 項】

あ

会津鉛（陸奥） 201
青廻鉛山（備中） 201
赤滝鉛山（備中） 201
秋田小沢銅（出羽） 253，255
秋田銅・――銅山（出羽） 11，42～5，83，
131～3，145，152，160～3，168，170，174，
175，182，185，220，223，228，229，250，254，
277
秋田鉛（出羽） 201
明延銅・――銅山（但馬） 44，144
足尾銅・――銅山（下野）

10，43，63，66，103
足守銅山（備中） 235
阿瀬鉛山（但馬） 201
阿仁・――銅山（出羽） 97，103，200，202
あるし谷鉛山（備後） 201

い

生野銅・――銀山（但馬）
10，43，44，200，220，235，256

生野鉛（但馬） 201，205
猪谷鉛山（近江） 201
今出銅（伊予） 161
鋳物師銅（播磨） 43，44
石見銀山（石見） 256
岩屋村鉛山（石見） 201

え

越前銅（越前） 44
越中鉛（越中） 201

お

大滝村奥の山（遠江） 201
大中島鉛山（出羽） 200
大野銅（越前） 44，235，277
大野（領）鉛・――鉛山（越前） 200，201
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は

博多屋勘左衛門 45，58
博多屋久左衛門 38
博多屋次兵衛 40
萩屋市右衛門 51，62
萩屋市左衛門 52，62
萩屋三左衛門 52，62
浜武源次郎 122，123
浜田屋治右衛門 37
播磨屋市兵衛 53，57
播磨屋卯右衛門 49，56
播磨屋次郎右衛門 47，57
播磨屋辰次郎 49，57

ひ

肥後屋六兵衛 44
菱屋所右衛門 44
肥前屋吉兵衛 52，62
日高屋次郎右衛門 44
平野屋市郎兵衛 41，62
平野屋きん 41，62
平野屋小左衛門 39，40，62，106
平野屋五兵衛 167，198
平野屋三右衛門

39～41，62，82，106，189，267
平野屋清右衛門 37～9，61
平野屋忠兵衛（銅問屋） 46，60
平野屋忠兵衛（銅吹屋）39，40，62，82，106
平野屋藤右衛門 83
平野屋八十郎 40
平野屋半兵衛 44，59
平野屋文右衛門 198
平野屋又右衛門 167
平野屋又兵衛 44，45，62
平野屋茂兵衛 46，47，60，62
平野屋利兵衛 39，44
平野六郎兵衛 220，221，237

ふ

吹屋次左衛門 41，62
吹屋次郎兵衛 40
福嶋屋喜左衛門 44，60

福山屋次郎右衛門 37
藤懸武左衛門 42，153
伏見屋市郎兵衛 49，55
伏見屋喜八郎 49，56
伏見屋四郎兵衛 106～8，139
伏見屋平左衛門 49，56
藤屋定七 52，54，57
藤屋利兵衛 72
舟橋助市 42，153
舟橋屋太兵衛 44，56
古金屋忠右衛門 44
分銅屋七兵衛 38

ほ

北国や吉右衛門 39
北国屋次右衛門 37，96
北国屋重右衛門 39，62，96，97
北国屋八右衛門 97
ほてい屋加兵衛 37

ま

増田屋伝兵衛 38
升屋七左衛門 44
松井市郎兵衛 44
松浦信正（河内守） 15，167，168，175，
176，196，198，228，230～2，241
松屋庄助 52，58，71
松屋多兵衛 68，72
松や長右衛門 42
丸銅屋喜右衛門 38，62
丸銅屋次郎兵衛

39，40，61，63，82，189，235，243
丸銅屋善兵衛 44
丸銅屋仁兵衛 38
丸屋善七 49，56

み

湊屋吉兵衛 53，57
美濃屋平兵衛 53，56

め

綿袋屋九兵衛 52，54，58，71，95

索 引
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銭屋平七 71
銭屋茂兵衛 54，57
銭屋安兵衛 52，58
銭屋与兵衛 40，47，59
銭屋理助 51，58

そ

蘇我理右衛門 74

た

高岡屋勝兵衛 44
高木彦右衛門 114
高嶋屋卯之助 49，56
高嶋屋藤蔵 48，56
高田屋善兵衛 50，62
高寺屋九兵衛 49，56
高松屋次郎右衛門 43
田嶋屋利右衛門 43
多田屋意休 82
多田屋市郎兵衛 39，40，62，106，235，243
太刀屋喜兵衛 36
辰巳屋善右衛門 45，59
田中屋九兵衛 49，56
田中屋定次郎 49，56
玉屋佐兵衛 51，60
玉屋彦兵衛 47，59
玉屋六兵衛 48，56
樽屋武兵衛 47，57
俵屋卯右衛門 46，60

ち

千種屋新右衛門 44
茶屋休嘉 108，140

つ

塚口屋長左衛門 38，57，106
佃屋長左衛門 44，60
津国屋六右衛門 51，56
津国屋六蔵 51，56

て

鉄屋三郎兵衛 45，57
鉄屋次兵衛 39，62

天王寺屋喜兵衛 50，61
天王寺屋久左衛門 198
天王寺屋弥右衛門 44，58
天王寺屋与市郎 71
天王寺屋六右衛門 198
伝法屋五左衛門 44，60
天満屋元次郎 49，56，98

と

道明寺屋吉左衛門 37
徳倉長右衛門（嘿斎） 220，221，237
土佐屋八右衛門 44
苫屋茂作 44
富屋伊右衛門 83
富屋伊兵衛 41，62
富屋九郎左衛門 82，235，243
富屋藤助 40，62
富屋彦兵衛 267

な

永井源助 42，153
中川六左衛門 123，124，153，173，182
長崎屋（為川）五郎兵衛 151
長崎屋安九郎 235
長野屋忠兵衛 45，59
長浜屋源左衛門 43～5，56
中村嘉兵衛 44，61
中村弥三右衛門 122，123
中屋彦三郎 44
納屋長左衛門 112
奈良屋五郎兵衛 44

に

西村屋愛助 72

ぬ

布屋治左衛門 44
布屋四郎兵衛 42，61

の

能勢屋庄右衛門 44

iv



川崎屋十郎兵衛 48，57
川崎屋次郎左衛門 45，59
川崎屋千次郎 267
川崎屋平兵衛 41，62，106
川崎屋万蔵 83
川崎屋茂十郎 173
河内屋卯兵衛 55，61
河内屋勘兵衛 47，48，57
河内屋喜右衛門 40
河内屋喜兵衛 50，57
河内屋治兵衛 49，55
河内屋庄兵衛 47，50，58
河内屋新兵衛 51，54，57，68，71，95
河内屋常七 51，57
河内屋伝次 39，62，106
河内屋ひて 49，55
川西屋喜助 52，61

き

桔伷屋又八 6，101，112～5，124，140，284
紀伊国屋佐助 55，57
京屋源七 49，55，72
京屋才次郎 55，61
京屋佐一郎 49，56

く

釘屋喜助 47，50，56
釘屋喜兵衛 48，58
釘屋久兵衛 48，47
釘屋九兵衛 48，56
釘屋弥左衛門 48，56
熊野屋徳兵衛 41，62
熊野屋彦三郎 38
熊野屋彦大夫 41，62，83，267
熊野屋彦太郎 38，40
黒沢元重 205

こ

鴻池（屋）善右衛門 167，198
鴻池屋徳兵衛 167
小嶋屋助右衛門 44，58
後藤惣左衛門 173
米屋長右衛門 43

米屋長兵衛 55，57
小山甚右衛門 42，153
小山屋吉兵衛 45，56

さ

雑賀屋七兵衛 45，60
堺屋伊兵衛 45，59
堺屋次兵衛 44，60
坂田屋市右衛門 43
さこや六右衛門 37
讃岐屋孫左衛門 43
佐野屋次三郎 53，62
三田屋卯兵衛 52，60
三田屋惣兵衛 72

し

潮江長左衛門 42，62，153
塩野屋吉兵衛 43
塩屋佐次郎 42
塩屋八兵衛 38，52，58，62
嶋屋市兵衛 43，45，56
新庄清右衛門 37
鍮鉐屋与兵衛 36

す

菅野幸太郎 42，153，173
鈴木清九郎 42，153，173
住友吉次郎 205，213
炭屋長右衛門 48，56
住吉屋安兵衛 49，55

せ

銭屋宇兵衛 43
銭屋五郎兵衛 51，265
銭屋作右衛門 37，38
銭屋七右衛門 37
銭屋四郎兵衛 39，42，47，50，51，59，256
銭屋清兵衛 47，50，59
銭屋善兵衛 47，59
銭屋惣兵衛 45，47，59
銭屋太郎右衛門 36
銭屋伝兵衛 51，59，68，71，72
銭屋半兵衛 37

索 引
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え

榎並屋庄七 54，56

お

相可屋徳兵衛 45，56
近江屋喜左衛門 46，60
近江屋三郎左衛門 43
近江屋治兵衛 48
大坂屋久左衛門

38，40，51，61，82，265，267
大坂屋三右衛門 41，62，83，267
大坂屋助蔵 266，268
大坂屋長兵衛 52，58
大坂屋仁左衛門 37
大坂屋又治郎 83
大坂屋又兵衛 41，62
大田南畝 78
大塚屋市右衛門 50
大塚屋伊兵衛 47，57
大塚屋嘉助 48
大塚屋嘉兵衛 47，57
大塚屋喜兵衛 53，54，57，58
大塚屋金兵衛 51，58
大塚屋九兵衛 47，58
大塚屋作兵衛 51，57，71
大塚屋左兵衛 47，58
大塚屋治兵衛 47，60
大塚屋庄助 52，58，71
大塚屋甚右衛門 37～40，58，82，189
大塚屋善兵衛 54，60，95
大塚屋惣兵衛 47，57
大塚屋太助 52，59，71
大塚屋太兵衛 50
大塚屋太郎左衛門 50
大塚屋長兵衛 58
大塚屋藤兵衛 47，54，58，61，95
大塚屋孫兵衛 54，58
大塚屋弥兵衛 47，57
大塚屋理兵衛 47，57
大塚屋利兵衛 55，60
岡又左衛門 112
荻原重秀（近江守）

113，114，116，117，124，125
尾道屋五兵衛 45，58
帯屋庄右衛門 44，61
帯屋六兵衛 37
尾本吉左衛門 230～2，238
尾張屋吉兵衛 43

か

海部屋市左衛門 38
海部屋儀平 43
海部屋権七 43，56
海部屋徳兵衛 43，56
海部屋与一兵衛 44，62
加賀屋善左衛門 43
柿本屋又兵衛 106
伴屋季兵衛 50，61
伴（鎰）屋忠四郎 42，62
郭平次右衛門 106
栢屋勘兵衛 45
柏屋四郎兵衛 43
柏屋捨松 54，59
柏屋清助 55，60
柏屋藤七 55，57
柏屋与市郎 43
刀屋八郎兵衛 38
金物屋喜兵衛 51，58
金物屋安兵衛 51，59
金屋吉兵衛 259
金屋九兵衛 47，60
金屋源兵衛 47，59
金屋助右衛門 47，61
金屋忠兵衛 47，61
金屋長右衛門 36
金屋半兵衛 92，93
金屋六右衛門 54，59
金屋六兵衛 45，47，51，57，60，265
金田屋九兵衛 52，61
金田屋兵右衛門 39，61
金吹屋太兵衛 52，57
加納屋孫兵衛 52，56
加幡弥介 122，123
紙や仁左衛門 39
川崎屋市之丞 39，40，62

ii



索 引

【人 名】

あ

銅屋嘉助 51，55
銅屋勘右衛門 46，56
銅屋十右衛門 47，59
銅屋善三郎 38，62
銅屋善兵衛 37，38
（銅屋）宗兵衛 51，55
銅屋半左衛門 40
明石屋幸助 55，59
明石屋新兵衛 46，60
明石屋宗七 55，57
阿形宗智 66
秋田屋太右衛門 72
油屋彦三郎 198
網干屋三郎右衛門 43
新井白石 113
荒物屋小三郎 49，59
有馬屋長兵衛 55
阿波屋喜右衛門 46，59
淡路屋利右衛門 43
淡屋次郎兵衛 44，61
阿波屋清右衛門 43，47，50，56

い

生嶋屋善助 45，59
池田屋七右衛門 47，58
池田屋半兵衛 51，57
池田屋利三郎 55，59
池田屋利兵衛 54，59
石谷清昌（備後守） 15，28，245，246

石田嘉平次 154，174
和泉屋卯兵衛 53，61
泉屋吉左衛門 37，38，40，61，80，82，121
泉屋吉十郎 38，55
泉屋吉次郎 51，265，266，268
泉屋喜兵衛 48，60
和泉屋源四郎 46，60
泉屋源兵衛 52，56
泉屋五兵衛 43，59
泉屋五郎右衛門 37
和泉屋佐兵衛 50，62，98
泉屋新右衛門 198
泉屋新四郎 43，47，48，50，59
泉屋助右衛門 198
和泉屋太郎兵衛 50，58
泉屋忠兵衛 36
泉屋八兵衛 36
泉屋平兵衛 38，61
泉屋与九郎 37
泉屋理右衛門 38，40，61
泉屋理左衛門 38，57，61
泉屋理兵衛 36
伊勢屋喜兵衛 50，61
伊勢屋七郎右衛門 45，56
伊勢屋仁兵衛 52，57
伊勢屋八右衛門 43
井筒屋大吉 43，58
糸屋治兵衛 37
因幡屋清左衛門 37
今村伝左衛門 122，123
岩井屋嘉兵衛 43，59

う

上田三郎左衛門 167，198
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